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毎年 2月と 8月、東京貨物運送健保会館（新宿区四谷 1-23）で、四谷法人会主催の生活習
慣病健康診断を実施しております。
皆様の受診をお待ちしております。
あわせて、保健指導・健康セミナー・健康相談等もご用命ください。
TEL03-5767-1714　FAX03-5767-1710　URL：http://zrf.or.jp

一般財団法人 全日本労働福祉協会

よつや健康お届け隊
冷房病（クーラー病）について

冷冷房房病病（（ククーララー病病））ににつついいてて
まだまだ厳しい暑さが続いておりますが、いかがお過ごしでしょうか。
そんな残暑を乗り切るためにも、熱中症対策はもちろん大切ですが、
冷房病についても知っておく必要があります。

一一般般財財団団法法人人 全全日日本本労労働働福福祉祉協協会会
TEL：：03-5767-1714 FAX：：03-5767-1710 URL：：http://zrf.or.jp/  
四四谷谷法法人人会会様様主主催催のの生生活活習習慣慣病病健健康康診診断断をを実実施施ししてておおりりまますす。。
皆皆様様ののごご受受診診ををおお待待ちちししてておおりりまますす。。
併併せせてて、、保保健健指指導導・・健健康康セセミミナナーー・・健健康康相相談談等等ももごご用用命命下下ささいい。。

冷房病とは

急激な気温の変化に身体がついていけなくなり起こる自自律律神神経経失失調調症症の一種。
人の身体は、気温に合わせて体温を上げたり下げたりする機能が備わっているが、
気温の著しい変化が繰り返されると、体温調節している交感神経や副交感神経の
バランスが崩れ、調節が間に合わなくなる。

寒い時
血管を収縮させて
体の熱の放散を防ぐ

副交感神経 交感神経

治し方

足腰の冷え、だるさ、肩こり、頭痛、食欲不振、神経痛、下痢、不眠 等

バランスが崩れると……

• 栄養バランスの良い食事
（冷たいものばかり摂取しない
よう心掛ける）

• 適度な運動、入浴
• 質の良い睡眠
• ストレスを溜め込まない
• 酷い時は鎮痛剤や漢方薬内服
（医師に相談）

• 外気温との温度差を減らす
（ ℃以内が望ましい）

• 冷房の効いた室内では羽織るもの
で調節する

• しっかり休息をとる
• 毎日入浴し体を温める
• 運動をして血行をよくする
（仕事中でも定期的に立ち上がったり
屈伸運動を行う）

対策

参照元 一般社団法人安全衛生マネジメント協会

生生活活習習慣慣のの見見直直ししがが重重要要

暑い時
血管を拡張させて
体の熱の放散を促す

冷冷房房病病（（ククーララー病病））ににつついいてて
まだまだ厳しい暑さが続いておりますが、いかがお過ごしでしょうか。
そんな残暑を乗り切るためにも、熱中症対策はもちろん大切ですが、
冷房病についても知っておく必要があります。
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四四谷谷法法人人会会様様主主催催のの生生活活習習慣慣病病健健康康診診断断をを実実施施ししてておおりりまますす。。
皆皆様様ののごご受受診診ををおお待待ちちししてておおりりまますす。。
併併せせてて、、保保健健指指導導・・健健康康セセミミナナーー・・健健康康相相談談等等ももごご用用命命下下ささいい。。
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急激な気温の変化に身体がついていけなくなり起こる自自律律神神経経失失調調症症の一種。
人の身体は、気温に合わせて体温を上げたり下げたりする機能が備わっているが、
気温の著しい変化が繰り返されると、体温調節している交感神経や副交感神経の
バランスが崩れ、調節が間に合わなくなる。
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バランスが崩れると……

• 栄養バランスの良い食事
（冷たいものばかり摂取しない
よう心掛ける）

• 適度な運動、入浴
• 質の良い睡眠
• ストレスを溜め込まない
• 酷い時は鎮痛剤や漢方薬内服
（医師に相談）

• 外気温との温度差を減らす
（ ℃以内が望ましい）

• 冷房の効いた室内では羽織るもの
で調節する

• しっかり休息をとる
• 毎日入浴し体を温める
• 運動をして血行をよくする
（仕事中でも定期的に立ち上がったり
屈伸運動を行う）

対策
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生生活活習習慣慣のの見見直直ししがが重重要要

暑い時
血管を拡張させて
体の熱の放散を促す

冷冷房房病病（（ククーララー病病））ににつついいてて
まだまだ厳しい暑さが続いておりますが、いかがお過ごしでしょうか。
そんな残暑を乗り切るためにも、熱中症対策はもちろん大切ですが、
冷房病についても知っておく必要があります。
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し
ま
す
。

　

業
務
委
託
と
い
う
名
称
だ
け
か
ら
は
、
課
税
文
書
に
該
当

す
る
請
負
契
約
で
あ
る
か
が
判
断
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
契
約

の
内
容
か
ら
実
質
的
に
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　

業
務
委
託
契
約
書
が
請
負
に
関
す
る
契
約
書
に
該
当
す
る

場
合
は
、
印
紙
税
法
の
第
２
号
文
書
と
し
て
収
入
印
紙
の
貼

付
が
必
要
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Q
作
成
し
た
１
通
の
業
務
委
託
契
約
書
が
請
負
に
関
す

る
契
約
書
に
該
当
す
る
場
合
、
契
約
当
事
者
の
何
れ

が
収
入
印
紙
の
費
用
を
負
担
す
る
の
で
す
か
。

A
２
人
（
社
）
以
上
の
当
事
者
が
関
与
し
て
作
成
す
る

業
務
委
託
契
約
書
で
あ
れ
ば
、
共
同
し
て
作
成
し
た

当
事
者
が
連
帯
し
て
収
入
印
紙
の
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

☆　

印
紙
税
法
は
、「
課
税
文
書
の
作
成
者
は
、
そ
の
作
成
し

た
課
税
文
書
に
つ
き
、
印
紙
税
を
納
め
る
義
務
が
あ
る
。」
と

し
（
印
紙
税
法
第
３
条
第
１
項
）、「
一
の
課
税
文
書
を
二
以

上
の
者
が
共
同
し
て
作
成
し
た
場
合
に
は
、
当
該
二
以
上
の

者
は
、
そ
の
作
成
し
た
課
税
文
書
に
つ
き
、
連
帯
し
て
印
紙

税
を
納
め
る
義
務
が
あ
る
。」（
印
紙
税
法
第
３
条
第
２
項
）

と
し
て
い
ま
す
。

Q
業
務
委
託
契
約
に
つ
い
て
、
当
事
者
の
数
に
応
じ
た

業
務
委
託
契
約
書
を
作
成
し
て
、
各
当
事
者
が
保
有

す
る
と
す
る
場
合
は
、
契
約
当
事
者
の
何
れ
が
収
入
印
紙
の

費
用
を
負
担
す
る
の
で
す
か
。

A
各
当
事
者
が
1
通
ず
つ
収
入
印
紙
の
費
用
を
負
担
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

☆　

業
務
委
託
契
約
書
を
作
成
す
る
と
き
に
は
、
当
事
者
の

数
に
応
じ
た
契
約
書
を
作
成
し
て
、
各
当
事
者
が
保
有
す
る

こ
と
が
一
般
的
で
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
課
税
文
書
を
作
成

し
た
人
は
、
各
当
事
者
と
な
り
ま
す
の
で
、
収
入
印
紙
に
つ

い
て
も
、
各
当
事
者
が
1
通
ず
つ
負
担
す
る
と
い
う
扱
い
と

な
る
か
ら
で
す
。

Q
収
入
印
紙
の
消
印
は
、
当
事
者
全
員
が
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
。

A
文
書
の
作
成
者
全
員
の
消
印
が
必
要
と
な
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

☆　

印
紙
税
法
で
は
、
収
入
印
紙
の
再
利
用
を
防
止
す
る
目

的
か
ら
、
課
税
文
書
に
貼
付
し
た
収
入
印
紙
に
つ
い
て
は
消

印
を
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
印
紙
税
法
第

８
条
第
２
項
）。

　

複
数
の
人
が
共
同
し
て
作
成
し
て
貼
付
し
た
収
入
印
紙

は
、
そ
の
作
成
者
の
う
ち
誰
か
１
人
の
者
が
消
せ
ば
よ
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
（
印
紙
税
法
基
本
通
達
第
６
４
条
）
の

で
、
２
人
が
共
同
し
て
作
成
し
た
契
約
書
に
つ
い
て
は
、
当

事
者
の
双
方
が
消
印
し
て
も
当
事
者
の
ど
ち
ら
か
１
人
が
消

印
し
て
も
差
し
支
え
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Q
収
入
印
紙
の
消
印
は
、
契
約
書
の
作
成
者
本
人
が
行

う
必
要
が
あ
る
の
で
す
か
。

A
消
印
す
る
人
は
、
作
成
者
本
人
に
限
ら
れ
ま
せ
ん
。

代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
員
の
印
章
ま
た
は

署
名
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

☆　

収
入
印
紙
を
消
す
に
つ
い
て
は
、「
文
書
の
作
成
者
又
は

代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
の
印
章
又
は
署
名
に
よ

る
」
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
（
印
紙
税
法
施
行
令
第
５
条
）。

従
っ
て
、
必
ず
し
も
文
書
の
作
成
者
本
人
の
消
印
が
必
要
と

な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
消
印
は
印
章
で
な
く
て
も
署
名
で
も
よ
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
文
書
の
消
印
は
、
そ
の
文
書
に
押
し
た
印

で
な
く
て
も
、
作
成
者
、
代
理
人
、
使
用
人
、
従
業
者
の
印

章
又
は
署
名
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
も
差
し
支
え

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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発
明
を
考
え
た
場
合
、「
企
業
に
商
品
化
し
て
も
ら
う
」
か
、「
自
分
で
費
用
を

捻
出
し
て
商
品
化
し
て
販
売
す
る
」
か
、
の
2
パ
タ
ー
ン
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ど

ち
ら
も
メ
リ
ッ
ト
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
前
者
の
ほ
う
が
、
費
用
の
面
や
、

販
売
の
面
で
リ
ス
ク
が
少
な
く
、
個
人
発
明
家
に
は
お
勧
め
で
す
。

　

し
か
し
、
企
業
に
提
案
し
て
採
用
さ
れ
る
可
能
性
は
「
１
０
０
０
に
３
つ
」
と

言
わ
れ
る
ほ
ど
。
そ
の
た
め
、
企
業
に
提
案
し
て
も
、
な
か
な
か
商
品
化
採
用
に

至
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
今
回
は
、
企
業
に
ア
イ
デ
ア
を
採
用
さ
れ
、

商
品
化
し
て
も
ら
っ
た
ケ
ー
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
に
開
催
さ
れ
た「
第
24
回
身
近
な
ヒ
ン
ト
発
明
展
」の
応
募
が
き
っ

か
け
と
な
っ
た
作
品
が
、
商
品
化
契
約
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
契
約
と
な
っ
た
の
は
、

お
笑
い
芸
人
と
し
て
現
在
大
活
躍
中
の
お
笑
い
コ
ン
ビ
「
マ
シ
ン
ガ
ン
ズ
」
の
西

堀
亮
さ
ん
で
す
。

　

商
品
化
に
な
っ
た
の
は
「
静
音
く
つ
丸
洗
い
洗
濯
ネ
ッ
ト
」
で
、
子
ど
も
の
上

履
き
か
ら
布
製
ベ
ル
ト
、
水
筒
ケ
ー
ス
、
ペ
ッ
ト
の
ハ
ー
ネ
ス
な
ど
を
洗
濯
機
で

洗
え
る
よ
う
に
し
た
洗
濯
ネ
ッ
ト
で
す
。
こ
う
し
た
小
物
は
、
洗
濯
機
で
洗
う
と

洗
濯
機
の
内
側
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
で
音
が
出
て
、
騒
音
問
題
に
も
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
本
品
は
、
厚
さ
約
９
㎜
の
極
厚
ネ
ッ
ト
を
採
用
す
る
こ
と
で
、

洗
濯
機
に
入
れ
る
と
洗
い
に
く
い
も
の
を
手
軽
に
洗
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

円
柱
状
の
立
体
型
の
ネ
ッ
ト
の
中
央
に
、
出
し
入
れ
す
る
た
め
の
開
口
部
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
開
口
部
の
３
か
所
に
設
け
ら
れ
た
短
い
ボ
タ
ン
付
き
ベ

ル
ト
で
、
開
口
部
を
閉
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、そ
れ
ら
の
短
い
ベ
ル
ト
と
は
別
に
、開
口
部
の
端
か
ら
反
対
側
の
端
へ
と
、

開
口
部
を
跨
ぐ
よ
う
に
設
け
ら
れ
た
長
い
ボ
タ
ン
付
き
ベ
ル
ト
が
特
徴
で
す
。

　

子
ど
も
用
の
ベ
ル
ト
タ
イ
プ
の
上
履
き
は
、
ベ
ル
ト
部
分
が
内
側
に
沈
み
込
ん

で
洗
え
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
長
い
ボ
タ
ン
付
き
ベ
ル
ト
は
そ
の
ベ
ル
ト
部
分
に

通
す
こ
と
で
、
内
側
に
沈
み
込
む
こ
と
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

書
面
審
査
で
は
、
今
回
契
約
い
た
だ
い
た
旭
電
機
化
成
株
式
会
社
の
原
守
男 

専
務
の
目
に
留
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
の
構
造
は
、
商
品
化
に
な
っ
た

構
造
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
し
た
。

　

当
初
の
構
造
は
、
靴
を
洗
う
た
め
の
ブ
ラ
シ
で
、
取
っ
手
部
分
が
Ｕ
字
型
を
し

て
お
り
、
洗
っ
た
後
に
ハ
ン
ガ
ー
に
も
な
る
と
い
う
構
造
で
し
た
。

　

早
速
、
西
堀
さ
ん
に
連
絡
を
入
れ
、
試
作
品
を
取
り
寄
せ
、
実
際
に
、
旭
電

機
化
成
さ
ん
の
方
で
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
を
使
っ
て
試
作
品
を
作
り
、
社
内
で
試
し
て

み
た
と
こ
ろ
、
評
価
は
い
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

売
れ
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
判
断
に
至
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
上
履
き
を
洗
濯
機
で
洗
い
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
は
あ
る
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
、
そ
れ
か
ら
方
針
転
換
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
西
堀
さ
ん
が
行
っ
た
の
は
、
市
販
さ
れ
て
い
る
人
工
芝
を
加
工
し
て
試

作
を
試
し
て
み
ま
し
た
。
芝
の
部
分
が
ブ
ラ
シ
の
効
果
を
し
て
く
れ
る
の
で
は
、

と
想
像
し
て
い
ま
し
た
が
、
全
く
効
果
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
試
作
を
試
し

て
い
く
う
ち
、
摩
擦
効
果
で
汚
れ
を
落
と
す
の
で
は
な
く
、
水
流
を
利
用
し
て
洗

う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

水
の
流
れ
を
よ
く
す
る
構
造
は
無
い
か
と
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
汚
れ
の
落
ち
具
合
と
同
じ
く
ら
い
気
に
な
っ
た
の
が
、「
音
」
の
問
題

で
す
。
洗
濯
機
の
内
側
に
ぶ
つ
か
っ
て
、
近
所
迷
惑
に
な
る
よ
う
な
音
が
出

ま
す
。
こ
の
問
題
も
解
決
し
な
け
れ
ば
商
品
化
は
な
い
と
考
え
た
西
堀
さ
ん

は
、
自
ら
騒
音
計
を
購
入
し
て
、
ど
れ
だ
け
軽
減
で
き
た
か
を
数
値
で
証
明

し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
よ
う
や
く
、
商
品
化
決
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
決
定
の
報
告
を
受
け
西
堀
さ
ん
は
「
試
作
を
作
る
た
び
新
し
い
気
付

き
が
合
っ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
商
品
化
決
定
と
な
っ
た
時
は
う
れ
し
か
っ
た

で
す
ね
。
２
年
間
、
ず
っ
と
洗
濯
機
を
見
て
き
た
か
い
が
あ
り
ま
し
た
（
笑
）」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

販
売
開
始
前
の
予
約
受
注
の
段
階
で
は
８
０
０
件
超
の
注

文
が
入
り
人
気
の
高
さ
が
伺
え
ま
す
。
６
月
末
に
ネ
ッ
ト
で
の

販
売
が
開
始
さ
れ
、
現
在
、
全
国
の
小
売
店
へ
の
営
業
が
行
わ

れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
皆
様
の
お
近
く
の
店
舗
で
見
ら
れ
る

の
も
近
そ
う
で
す
。
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国
通
り
に
入
り
た
け
れ
ば
、
直
進
、

大
久
保
・
神
楽
坂
上
方
面
の
大
久
保

通
り
へ
は
右
か
ら
２
番
目
、
目
白
・

江
戸
川
橋
方
面
の
目
白
通
り
へ
は
右

端
の
レ
ー
ン
を
選
ぶ
こ
と
に
な
り
ま

す
。
千
代
田
区
、
新
宿
区
、
文
京
区

の
区
界
に
位
置
し
て
い
て
、
神
田
川

の
上
に
は
首
都
高
速
５
号
線
が
大
き

く
カ
ー
ブ
を
描
い
て
通
り
抜
け
て
い

き
ま
す
。
ち
な
み
に
飯
田
橋
交
差
点

の
区
間
は
１
９
６
９
（
昭
和
44
）
年

に
完
成
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
そ
も
そ
も
「
飯
田
橋
」
と

は
な
に
か
。
そ
れ
は
今
は
飯
田
橋
セ

ン
ト
ラ
ル
プ
ラ
ザ
と
な
っ
て
い
る
場

所
に
あ
っ
た
飯
田
濠
に
架
か
っ
て
い

た
橋
の
名
称
で
し
た
。
飯
田
橋
地

区
市
街
地
再
開
発
事
業
に
よ
っ
て

濠
が
埋
め
立
て
ら
れ
千
代
田
区
側

に
住
居
棟
、
新
宿
区
側
に
事
務
所

棟
が
、
下
層
部
（
1
・
2
階
）
は

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
街
「
飯
田
橋
ラ
ム
ラ

（
R
A
M
L
A
）」と
な
っ
て
い
ま
す
。　

ま
た
J
R
飯
田
橋
駅
東
口
側
の
ホ
ー

ム
が
急
カ
ー
ブ
で
電
車
と
ホ
ー
ム
に

隙
間
が
あ
っ
て
危
険
と
い
う
の
で
、

西
側
に
２
０
０
ｍ
移
設
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
位
置
は
そ
の
昔
に
あ
っ
た

牛
込
駅
と
ほ
ぼ
同
じ
と
の
こ
と
。

　

飯
田
橋
地
区
は
こ
れ
か
ら
も
改
良

再
開
発
が
続
い
て
い
き
そ
う
で
す
。

　

新
宿
区
で
は
最
古
と
い
わ
れ
る
鳥

居
が
あ
る
築
土
八
幡
神
社
。
筑
土
八

幡
町
の
町
名
は
神
社
に
由
来
し
ま

す
。
神
社
前
に
は
大
久
保
通
り
が

あ
っ
て
、
地
下
に
は
地
下
鉄
東
西
線

が
通
っ
て
い
ま
す
。
昔
は
都
電
13
系

統
（
新
宿
駅
―
岩
本
町
）
が
走
っ
て

い
ま
し
た
。

　

筑
土
八
幡
交
差
点
に
は
、
２
０
１

６
（
平
成
28
）
年
に
放
射
第
2
5
号

線
が
開
通
し
、
大
久
保
通
り
か
ら
目

白
通
り
ま
で
２
８
０
ｍ
が
結
ば
れ
、

神
田
川
を
新
隆
慶
橋
で
渡
る
と
文
京

区
へ
と
行
か
れ
ま
す
。

　

大
久
保
通
り
の
筑
土
八
幡
町
交
差

点
を
飯
田
橋
方
面
へ
進
む
と
右
角
に

１
９
０
４
（
明
治
37
）
年
創
立
の
津

久
戸
小
学
校
が
、
そ
の
向
か
い
側
に

は
か
つ
て
の
厚
生
年
金
病
院
（
現
・

地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
東
京
新
宿

メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
）
本
館
が

建
っ
て
い
ま
す
。
本
館
に
並
ん
で
別

館
も
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
久
保
通
り
を
飯
田
橋
方
面
に
坂

を
下
っ
て
い
く
と
、
大
久
保
通
り
、

外
堀
通
り
、
目
白
通
り
が
交
わ
る
交

通
の
難
所
「
飯
田
橋
」
交
差
点
に
出

ま
す
。
五
差
路
を
、
例
え
ば
、
水
道

橋
方
面
か
ら
市
ヶ
谷
方
向
に
向
い
て

い
る
場
合
、
九
段
下
へ
は
左
端
、
四

谷
・
市
谷
、
そ
し
て
新
宿
方
面
の
靖

22

四
谷
・
牛
込
今
昔
物
語　

第
10
回　

筑
土
八
幡
町
、
飯
田
橋
駅
界
隈　

飯
田
橋
駅
ホ
ー
ム
、
堀
側
よ
り　

再
開
発
前
の
神
楽
河
岸
1

河
岸
の
雰
囲
気
が
残
る
神
楽
河
岸
地
区
。
飯
田
橋
駅
の
東
口(

目

白
通
り
）・
西
口(

早
稲
田
通
り
）
と
外
堀
通
り
に
挟
ま
れ
た
飯
田

濠
の
再
開
発
は
、
昭
和
61
年(
１
９
８
６) 

に
完
了
。
飯
田
橋
セ
ン

ト
ラ
ル
プ
ラ
ザ
・
ラ
ム
ラ
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
る
。

昭
和
51
年
8
月
26
日
（
新
宿
歴
史
博
物
館
蔵
）

飯
田
橋　

道
路
工
事
中
の
外
堀
通
り

昭
和
43
年
11
月
25
日
（
新
宿
歴
史
博
物
館
蔵
）

筑
土
八
幡　

廃
止
の
都
電
13
系
統

昭
和
40
年
代
は
、
明
治
以
来
庶
民
の
足
で
あ
っ
た
都
電
が
次
々
に
廃
止
さ
れ
た
時
代
に

あ
た
る
。
写
真
は
、
3
月
末
の
廃
止
目
前
に
、
筑
土
八
幡
町
を
走
る
都
電
13
系
統(

新

宿
駅
―
岩
本
町)

の
様
子
。
昭
和
45
年
3
月
26
日
（
新
宿
歴
史
博
物
館
蔵
）

右
上
の
小
さ
な
写
真
は
、
筑
土
八
幡
町　

昭
和
40
年
代
前
半　
（
新
宿
歴
史
博
物
館
蔵
）

東
京
厚
生
年
金
病
院
前　

進
む
地
下
鉄
工
事

地
下
鉄
東
西
線
工
事
の
た
め
路
面
が
木
材
で
覆
わ
れ

た
、
大
久
保
通
り
厚
生
年
金
病
院
付
近
。

昭
和
30
年
代
後
半
（
新
宿
歴
史
博
物
館
蔵
）
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